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近年、各地で頻発している土砂災害。これは降水などの原因によって、花崗岩が風化して出来た真砂土が、山肌を滑り落
ちることで起こる。私たちはこの土砂災害の起こり方と、雨水の成分に何か関係があるのではないかと考えた。そこで私たち
は、雨水を模した様々な溶液と、花崗岩のサンプルを用いて、これらの溶液が花崗岩に与える影響について研究することに
した。現段階では、分かったことはまだないが、予備実験から得られた考察をもとに、複数の仮説を立て、今後も研究を続け
ていこうと考えている。
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動機
近年頻発している土砂災害の起こり方に、酸性雨が関係

しているのではないか、また、台風によって、今年各地に被
害をもたらした塩害も土砂災害に何か影響を与えるのでは
ないか、ということに興味を持ったので、これらについて研究
をすることにした。

目的
清浄な雨のpHは、約5.6である。雨水が、酸性雨や塩基性

の物質で汚染された雨であれば、土砂災害の起こり方に何ら
かの変化が現れるのではないか、という仮説をたてて、その結
論を出す。

実験
本格的な実験を行う前に、今後の実験の方向性を考えるた

めの予備実験をおこなった。

実験方法
試薬、材料

純水（ｐH5.3、液体１）、希硫酸、石灰水、

食塩、花崗岩（黒雲母花崗岩のサンプ
ル；約14平方センチメートル、本御影石：
約50～60平方センチメートル）
①希硫酸（2mol/l）を純水に溶かし、
・ｐH4.0の水溶液（液体２）
・ｐH5.3の水溶液（液体３）をつくる。

②希硫酸を石灰水（ｐH14）で中和し、
・ｐH7.0の水溶液（液体４）をつくる。

③食塩を純水に溶かし、
・3.5％の食塩水（液体５）
・3.0％の食塩水（液体６）をつくる。

実験内容

2種類の花崗岩のサンプルをそれぞれ１～６の
溶液に浸けて、24時間ごとの質量を計測し、そ
の変化を見る。

実験結果

この実験の結果から、ただ溶液に浸けるだけでは、
質量に大きな変化は見られないことがわかった。

これより、私たちはこの実験を予備実験とし、今後
実験の展望をこのように考えた。

図１：表面積約50～60平方センチメートルの花崗岩のサンプルの質量の変化

図２：表面積約14平方センチメートルの花崗岩の質量の変化

1. 大きな質量の変化が見られなかったのは、もともと花
崗岩に水分が含まれていたため他の溶液と反応をし
なかったのではないか、という仮定を立て、一度花崗
岩を加熱して水分を蒸発させてから、もう一度同様の
実験を行う。

2. 最初の24時間で質量が大きくなり、その後の変化が
小さくなっているので、その24時間中の変化を、より詳
しく調べる。

3. 酸性雨を硫酸のみで表すことはあまりにも単純すぎる
ので、硝酸なども用いて、より本来の酸性雨の成分に
近づけた溶液を用いて実験を行う。

4. 花崗岩から溶液に溶けだした成分があるのか調査す
る。

5. 質量の変化だけでは、土砂災害の起こり方との関連
が不透明なので、花崗岩の強度も調べる。

＊線が途切れているところは、データなし

今後の展望
現段階では、溶液と土砂災害の起こり方との関係はま

だ分かってはいないが、予備実験から得られた課題や反
省点を活かし、上の１、２に関する実験を現在行っている。

溶液が花崗岩に与える影響が土砂災害にどう関係してくる
のかを今後の実験の結果をもとに引き続き研究をして行こ
うと考えている。

実験から得られた今後の方向性

図３：実験の様子

質
量
（
ｇ
）

時間(時間後）

(時間後）

質
量
（
ｇ
）


